
令和年月日 木曜日 (第号付録) 月目録官報目録

日

号
外

ペ
ー
ジ

三
〇

中
小
漁
業
融
資
保
証
法
第
六

十
九
条
第
一
項
の
主
務
大
臣

が
定
め
る
利
息
を
定
め
る
件

の
一
部
を
改
正
す
る
件

一
八

三

〇
財

務

省
、
農
林
水
産
省
、

経
済
産
業
省

六

株
式
会
社
日
本
政
策
投
資
銀

行
が
危
機
対
応
業
務
を
行
う

営
業
所
又
は
事
業
所
の
所
在

地
を
変
更
す
る
公
示

七

四

〇
財
務
省
、
経
済
産
業
省

九

対
内
直
接
投
資
等
に
関
す
る

命
令
第
三
条
第
十
四
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
財
務
大
臣
及

び
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る

特
定
技
術
を
定
め
る
件

一
六
206

〇
国

税

庁

二
四

果
実
酒
等
の
製
法
品
質
表
示

基
準
を
定
め
る
件
の
一
部
を

改
正
す
る
件

二
五

三

〇
文
部
科
学
省

一
一
〇

大
学
、
短
期
大
学
及
び
高
等

専
門
学
校
の
設
置
等
に
係
る

認
可
の
基
準
の
一
部
を
改
正

す
る
告
示

四
198

八

一
一
一

令
和
九
年
度
の
私
立
の
大
学

の
学
部
の
収
容
定
員
を
増
加

す
る
学
則
の
変
更
の
認
可
の

申
請
に
係
る
文
部
科
学
大
臣

が
定
め
る
期
間
の
告
示

四
198

八

一
一
二

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

を
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
と
し
て
選
定
す
る
件

四
198
二
〇

一
一
三

日
本
語
教
育
の
適
正
か
つ
確

実
な
実
施
を
図
る
た
め
の
日

本
語
教
育
機
関
の
認
定
等
に

関
す
る
法
律
に
基
づ
く
登
録

実
践
研
修
機
関
の
登
録
に
関

す
る
件

三
〇
215

一
一
四

日
本
語
教
育
の
適
正
か
つ
確

実
な
実
施
を
図
る
た
め
の
日

本
語
教
育
機
関
の
認
定
等
に

関
す
る
法
律
に
基
づ
く
登
録

日
本
語
教
員
養
成
機
関
の
登

録
に
関
す
る
件

三
〇
215

〇
厚
生
労
働
省

三
三
三

令
和
八
年
熊
本
地
震
に
際
し

災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た

市
町
村
の
区
域
に
お
け
る
労

働
者
災
害
補
償
保
険
法
の
規

定
に
基
づ
く
年
金
た
る
保
険

給
付
の
受
給
権
者
が
報
告
書

を
提
出
す
べ
き
日
を
延
長
す

る
件

二

一

三
三
四

令
和
八
年
熊
本
地
震
に
際
し

災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た

市
町
村
の
区
域
に
お
け
る
石

綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済

に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
基

づ
く
特
別
遺
族
年
金
の
受
給

権
者
が
報
告
書
を
提
出
す
べ

き
日
を
延
長
す
る
件

二

一

三
三
五

健
康
保
険
組
合
の
設
立
を
認

可
し
た
件

七

四

三
三
六

健
康
保
険
組
合
の
解
散
を
認

可
し
た
件

七

四

三
三
七

健
康
保
険
組
合
の
合
併
を
認

可
し
た
件

七

四

三
三
八

健
康
保
険
組
合
の
名
称
を
変

更
し
た
件

七

五

三
三
九

健
康
保
険
組
合
の
従
た
る
事

務
所
を
廃
止
し
た
件

七

五

三
四
〇

健
康
保
険
組
合
の
事
務
所
の

所
在
地
を
変
更
し
た
件

七

五

三
四
一

受
入
事
業
主
が
講
ず
べ
き
措

置
に
関
す
る
指
針
の
一
部
を

改
正
す
る
件

一
四
204

一

三
四
二

送
出
事
業
主
が
講
ず
べ
き
措

置
に
関
す
る
指
針
の
一
部
を

改
正
す
る
件

一
四
204

四

三
四
三

送
出
労
働
者
に
対
す
る
不
合

理
な
待
遇
の
禁
止
等
に
関
す

る
指
針
の
一
部
を
改
正
す
る

件

一
四
204

八

三
四
四

公
的
年
金
制
度
の
健
全
性
及

び
信
頼
性
の
確
保
の
た
め
の

厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
八

条
に
規
定
す
る
責
任
準
備
金

相
当
額
の
算
出
方
法
の
一
部

を
改
正
す
る
件

一
五

三

三
四
五

令
和
八
年
度
に
お
け
る
共
同

募
金
の
実
施
期
間
を
定
め
る

件

一
五

三

三
四
六

国
民
の
健
康
の
増
進
の
総
合

的
な
推
進
を
図
る
た
め
の
基

本
的
な
方
針
の
一
部
を
改
正

す
る
件

一
五
205
二
六

三
四
七

医
薬
品
等
副
作
用
被
害
救
済

制
度
の
対
象
と
な
ら
な
い
医

薬
品
等
の
一
部
を
改
正
す
る

件

一
六

四

三
四
八

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品

質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の

確
保
等
に
関
す
る
法
律
第
四

十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定

す
る
医
薬
品
の
一
部
を
改
正

す
る
件

一
六

四

三
四
九

厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る

生
物
由
来
製
品
及
び
特
定
生

物
由
来
製
品
の
一
部
を
改
正

す
る
件

一
六

四

三
五
〇

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品

質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の

確
保
等
に
関
す
る
法
律
第
五

十
条
第
十
三
号
の
規
定
に
基

づ
き
習
慣
性
が
あ
る
も
の
と

し
て
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定

す
る
医
薬
品
の
一
部
を
改
正

す
る
件

一
六

五

三
五
一

生
物
学
的
製
剤
基
準
の
一
部

を
改
正
す
る
件

一
六
206

三
五
二

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品

質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の

確
保
等
に
関
す
る
法
律
第
四

十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
検
査
を
要
す
る
も
の
と

し
て
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定

す
る
医
薬
品
等
の
一
部
を
改

正
す
る
件

一
六
206

三
五
三

令
和
九
年
度
産
け
し
の
栽
培

区
域
及
び
栽
培
面
積
を
定
め

る
件

一
七

四

三
五
四

令
和
九
年
度
あ
へ
ん
の
収
納

価
格
を
定
め
る
件

一
七

四

三
五
五

医
療
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
厚
生

労
働
省
関
係
告
示
の
整
備
等

に
関
す
る
告
示

一
八
209
七
九

三
五
六

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品

質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の

確
保
等
に
関
す
る
法
律
第
三

十
六
条
の
七
第
一
項
第
一
号

及
び
第
二
号
の
規
定
に
基
づ

き
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す

る
第
一
類
医
薬
品
及
び
第
二

類
医
薬
品
の
一
部
を
改
正
す

る
件

二
五

三




		2026-10-07T14:40:33+0900
	C＝JP,O＝Cabinet Office,CN＝Cabinet Office
	NationalPrintingBerau
	内閣府より署名済み


	



